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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第24期
第２四半期
連結累計期間

第25期
第２四半期
連結累計期間

第24期

会計期間
自  平成23年６月１日

至  平成23年11月30日

自  平成24年６月１日

至  平成24年11月30日

自  平成23年６月１日

至  平成24年５月31日

売上高 （千円） 1,643,251 1,641,960 3,371,547

経常利益 （千円） 75,719 44,498 132,350

四半期（当期）純利益 （千円） 40,914 12,894 36,402

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 40,909 13,022 37,129

純資産額 （千円） 1,672,514 1,615,478 1,630,918

総資産額 （千円） 2,419,496 2,309,735 2,531,916

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 15.81 4.98 14.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 67.6 69.9 64.4

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） 292,205 30,672 458,109

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △100,318 △99,844 △146,685

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △157,464 △166,919 △80,459

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（千円） 1,092,031 1,052,561 1,288,537

　

回次
第24期
第２四半期
連結会計期間

第25期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年９月１日

至  平成23年11月30日

自  平成24年９月１日

至  平成24年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 4.58 2.87

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　連結子会社株式会社アールモバイルは、平成24年５月１日付で当社に吸収合併されたため、第24期末において

連結子会社は存在しておりません。このため、第24期においては、連結貸借対照表は作成しておりませんので、

第24期の純資産額、総資産額、自己資本比率については、第24期連結会計年度に代えて、第24期事業年度につい

て記載しております。なお、連結損益計算書に含まれる連結子会社株式会社アールモバイルの会計期間は、平

成23年６月１日から平成24年４月30日であります。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

５　当社は、平成24年６月１日付で１株につき100株の株式分割を行いましたが、第24期第１四半期連結累計期間の

期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

　

（引取回収・販売事業）

第１四半期連結累計期間において 、中古オートバイクの販売を主とする連結子会社

Pacific Net(Cambodia)Co.,Ltd.を設立いたしました。

連結子会社の概要は、次のとおりであります。

　

新規

名称 住所
資本金又は出資
金(千US＄)

主要な事業の
内容

議決権の所有又は
被所有割合(%)

関係内容

(連結子会社)
Pacific Net(Cambodia)Co.,Ltd.

カンボジア
プノンペン

125 販売事業 所有　100.0役員の兼任１名

(注) 「主要な事業の内容」欄には、セグメント情報の名称を記載しております。

　

なお、同社を第１四半期連結累計期間より新たに連結子会社として連結の範囲に含めております。

これにより当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社及び連結子会社１社となりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等を背景に緩やかな回復

傾向にありますが、長期化する円高やデフレは10月以降に変化の兆しがあるものの、中国経済の変調や欧

州の金融不安等、先行き不透明な状況で推移いたしました。

当社グループを取り巻く事業環境は、企業収益改善のための設備投資抑制の影響を受け、パソコンの入

替えが鈍化する中、スマートフォンやタブレット端末が急速に普及し、新品パソコンの低価格化を招き、

中古パソコンを中心に中古情報機器業界全体が厳しい状況で推移いたしました。

このような環境下、パソコン、携帯電話、タブレット端末等からなる情報機器の仕入強化に注力いたし

ましたが、新品パソコンの低価格化による販売単価下落の影響を受け、低調に推移いたしました。

また、カンボジアにおいて連結子会社を設立し、中古オートバイクの販売事業を始めとして、他の事業

の選択肢を含め、本格稼動を目指し準備中であります。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高1,641,960千円（前年同四半期比0.1％減）、営

業利益33,897千円（前年同四半期比53.3％減）、経常利益44,498千円（前年同四半期比41.2％減）、四半

期純利益12,894千円（前年同四半期比68.5％減）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①引取回収・販売事業

引取回収事業は、主要仕入先のリース・レンタル会社は勿論のこと、一般法人等からの仕入を強化す

ると共に、当社直営店舗での個人買取を強化し、中古情報機器並びに高品質なコンシューマモデルの仕

入台数を増加させることに注力いたしました。

販売事業は、当社直営店舗及びインターネット通販において、良品な中古パソコンの品揃えに腐心す

ると共に、防災・節電グッズや雑貨等、ラインナップを充実させ、顧客層の拡大に注力いたしましたが、

新品パソコンの低価格化の影響を受け、販売単価が下落いたしました。

この結果、売上高1,381,871千円（前年同四半期比3.0％増）、営業損失8,842千円（前年同四半期は

営業利益8,884千円）となりました。

②レンタル事業

レンタル事業は、官公庁・自治体等の一般競争入札への参加や一般法人の新規開拓営業を推進し、こ

れまでのパソコンレンタルに加え、タブレット端末のレンタルも強化いたしましたが、地デジ関連向け
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のレンタル特需が前年同四半期に終了したことに加え、他社との競合によるレンタル料率の引下げが

大きく影響いたしました。

この結果、売上高260,088千円（前年同四半期比13.9％減）、営業利益42,740千円（前年同四半期比

32.9％減）となりました。

　

(2)　財政状態の分析

当社は、前連結会計年度末に連結子会社が存在しないため、連結貸借対照表は作成しておりません。

従いまして、前連結会計年度末比の表示は記載しておりません。

　
当第２四半期連結会計期間末の総資産は、2,309,735千円となりました。

この内、流動資産は1,579,929千円となり、主な内訳として、現金及び預金が1,052,561千円、売掛金が

189,270千円、商品が239,714千円であります。

固定資産は729,806千円となり、主な内訳として、レンタル資産（純額）が296,950千円、差入保証金

が212,723千円であります。

負債は694,257千円となり、この内、流動負債は493,750千円で、主な内訳として、買掛金が117,190千

円、１年内返済予定の長期借入金が216,831千円であります。

固定負債は200,507千円となり、主な内訳として、長期借入金が103,889千円、資産除去債務が76,257

千円であります。

純資産は1,615,478千円となり、資本金が432,750千円、資本剰余金が525,783千円、利益剰余金が

656,902千円が主な内訳であります。

また、当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は69.9％で、１株当たり純資産額は624円

34銭であります。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度

末に比べ235,976千円減少し、1,052,561千円となりました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、得られた資金は30,672千円（前年同四半期に

得られた資金は292,205千円）となりました。

収入の主な内訳は、減価償却費113,380千円、税金等調整前四半期純利益35,464千円であり、支出の主

な内訳は、法人税等の支払額63,981千円であります。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、使用した資金は99,844千円（前年同四半期に

使用した資金は100,318千円）となりました。これは主に、レンタル資産の取得を始めとする有形固定

資産の取得による支出83,775千円であります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、使用した資金は166,919千円（前年同四半期に

使用した資金は157,464千円）となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出125,078千円で

あります。
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(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありませ

ん。

　

(5)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,350,000

計 10,350,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成24年11月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成25年１月15日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 2,587,500 2,587,500
東京証券取引所
（マザーズ）

単元株式数は100株で
あります。

計 2,587,500 2,587,500 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成24年11月30日 － 2,587,500 － 432,750 － 525,783
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(6) 【大株主の状況】

平成24年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

上田満弘 東京都大田区 1,485,000 57.39

上田トモ子 東京都大田区 150,000 5.79

上田雄太 東京都大田区 150,000 5.79

上田修平 東京都大田区 150,000 5.79

株式会社光通信 東京都豊島区西池袋一丁目４番10号 133,100 5.14

岩間正俊 埼玉県所沢市 30,000 1.15

向井純也 愛知県刈谷市 25,800 0.99

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町一丁目２番10号 16,600 0.64

白戸保享 東京都町田市 15,000 0.57

奥津利彦 神奈川県小田原市 14,600 0.56

長坂博夫 千葉県柏市 14,600 0.56

計 － 2,184,700 84.43

　

(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成24年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,587,100 25,871 －

単元未満株式 400 － －

発行済株式総数 　 2,587,500 － －

総株主の議決権 － 25,871 －

　

②　【自己株式等】

該当事項はありません。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

なお、当社は平成24年５月１日付で連結子会社を吸収合併した結果、前連結会計年度末には連結子会社が

存在しておりません。従いまして、前連結会計年度（平成23年６月１日から平成24年５月31日まで）の連結

貸借対照表は作成しておりません。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年９月

１日から平成24年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年６月１日から平成24年11月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表について、九段監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,052,561

売掛金 189,270

商品 239,714

その他 106,769

貸倒引当金 △8,385

流動資産合計 1,579,929

固定資産

有形固定資産

レンタル資産 828,613

減価償却累計額 △531,662

レンタル資産（純額） 296,950

その他 538,920

減価償却累計額 △397,471

その他（純額） 141,449

有形固定資産合計 438,400

無形固定資産 27,910

投資その他の資産

差入保証金 212,723

その他 53,849

貸倒引当金 △3,077

投資その他の資産合計 263,495

固定資産合計 729,806

資産合計 2,309,735

負債の部

流動負債

買掛金 117,190

1年内返済予定の長期借入金 216,831

未払法人税等 23,775

商品保証引当金 4,196

その他 131,756

流動負債合計 493,750

固定負債

長期借入金 103,889

資産除去債務 76,257

その他 20,360

固定負債合計 200,507

負債合計 694,257
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 432,750

資本剰余金 525,783

利益剰余金 656,902

株主資本合計 1,615,435

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △72

為替換算調整勘定 114

その他の包括利益累計額合計 42

純資産合計 1,615,478

負債純資産合計 2,309,735
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年６月１日
　至 平成23年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年11月30日)

売上高 1,643,251 1,641,960

売上原価 854,194 878,450

売上総利益 789,056 763,509

販売費及び一般管理費

給料及び手当 261,059 263,504

地代家賃 155,295 149,383

その他 300,109 316,723

販売費及び一般管理費合計 716,464 729,611

営業利益 72,592 33,897

営業外収益

受取利息 47 50

受取配当金 － 16

受取家賃 1,457 1,053

為替差益 － 2,332

受取賃貸料 2,690 7,200

貸倒引当金戻入額 2,078 －

雑収入 1,760 3,145

営業外収益合計 8,034 13,797

営業外費用

支払利息 2,785 2,939

為替差損 2,122 －

雑損失 － 257

営業外費用合計 4,907 3,197

経常利益 75,719 44,498

特別損失

固定資産売却損 835 －

投資有価証券評価損 － 9,034

特別損失合計 835 9,034

税金等調整前四半期純利益 74,883 35,464

法人税、住民税及び事業税 44,927 19,895

法人税等調整額 △10,967 2,674

法人税等合計 33,959 22,569

少数株主損益調整前四半期純利益 40,924 12,894

少数株主利益 9 －

四半期純利益 40,914 12,894
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年６月１日
　至 平成23年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 40,924 12,894

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △14 13

為替換算調整勘定 － 114

その他の包括利益合計 △14 128

四半期包括利益 40,909 13,022

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 40,899 13,022

少数株主に係る四半期包括利益 9 －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年６月１日
　至 平成23年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 74,883 35,464

減価償却費 139,612 113,380

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,080 2,118

商品保証引当金の増減額（△は減少） 619 298

受取利息及び受取配当金 △47 △66

支払利息 2,785 2,939

投資有価証券評価損益（△は益） － 9,034

売上債権の増減額（△は増加） 58,512 △14,060

たな卸資産の増減額（△は増加） △43,674 △28,029

仕入債務の増減額（△は減少） 1,664 11,159

その他 65,995 △35,160

小計 298,271 97,077

利息及び配当金の受取額 9 33

利息の支払額 △2,197 △2,456

法人税等の支払額 △3,878 △63,981

営業活動によるキャッシュ・フロー 292,205 30,672

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △96,793 △83,775

無形固定資産の取得による支出 △650 △9,640

その他 △2,875 △6,428

投資活動によるキャッシュ・フロー △100,318 △99,844

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △116,664 △125,078

配当金の支払額 △27,715 △28,205

その他 △13,084 △13,635

財務活動によるキャッシュ・フロー △157,464 △166,919

現金及び現金同等物に係る換算差額 293 114

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 34,715 △235,976

現金及び現金同等物の期首残高 1,057,316 1,288,537

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,092,031

※
 1,052,561
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　

当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年６月１日  至  平成24年11月30日)

（連結範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間より、新たに設立したPacific Net（Cambodia）Co.,Ltd.を連結の範囲に含

めております。

　

【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年６月１日  至  平成24年11月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年６月１日以後に取得した有形

固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与え

る影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１　当座貸越契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。

当第２四半期連結会計期間末における当座貸越契約に係る借入金未実行残高等は次のとおりであ

ります。

　 当第２四半期連結会計期間

(平成24年11月30日)
　

当座貸越極度額 550,000千円　
借入実行残高 －千円 　
差引額 550,000千円　

２　買取保証契約

当社は、商材の安定確保を行うため、リース会社と買取保証契約を締結しております。その買取保

証額は次のとおりであります。

当第２四半期連結会計期間

(平成24年11月30日)
　

171,452千円　
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

　 前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
 至　平成23年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年６月１日
 至　平成24年11月30日)

現金及び預金 1,092,031千円 1,052,561千円

現金及び現金同等物 1,092,031千円 1,052,561千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自  平成23年６月１日  至  平成23年11月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年８月30日
定時株主総会

普通株式 28,4621,100.00平成23年５月31日 平成23年８月31日 利益剰余金

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間（自  平成24年６月１日  至  平成24年11月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月30日
定時株主総会

普通株式 28,4621,100.00平成24年５月31日 平成24年８月31日 利益剰余金

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自  平成23年６月１日  至  平成23年11月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

 四半期連結損益
 計算書計上額

引取回収・販売事業 レンタル事業 計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,341,021 302,229 1,643,251 1,643,251

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － －

計 1,341,021 302,229 1,643,251 1,643,251

セグメント利益 8,884 63,707 72,592 72,592

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当

該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書に計上された営業利益が

一致しているため、該当事項はありません。

　
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自  平成24年６月１日  至  平成24年11月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

 四半期連結損益
 計算書計上額

引取回収・販売事業 レンタル事業 計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,381,871 260,088 1,641,960 1,641,960

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － －

計 1,381,871 260,088 1,641,960 1,641,960

セグメント利益又は損失
（△）

△8,842 42,740 33,897 33,897

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当

該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書に計上された営業利益が

一致しているため、該当事項はありません。

３　報告セグメントの変更等に関する事項

　　会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正

に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年６月１日以後に取得した有形固定資産について

は、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法

を改正後の法人税法に基づく方法に変更しております。

　　なお、この変更によるセグメント情報に与える影響は軽微であります。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
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項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年６月１日
  至  平成23年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年６月１日
  至  平成24年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 15円　　81銭 4円　　98銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 40,914 12,894

普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 40,914 12,894

普通株式の期中平均株式数(株) 2,587,500 2,587,500

（注）１ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 ２ 当社は、平成24年６月１日付けで普通株式１株につき普通株式100株の割合で株式分割を行っております。そ

のため、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定し

ております。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年１月15日

株式会社パシフィックネット

取締役会  御中

　

九段監査法人

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　　林　　　靖　　    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    並    河    慎    一    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    石    尾    　仁    　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社パシフィックネットの平成24年６月１日から平成25年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会
計期間(平成24年９月１日から平成24年11月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年６月１日から
平成24年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パシフィックネット及び連結子会社
の平成24年11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ
なかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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